
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バス通生のみなさんは、始業日（４月８日）の登校時、

今持っている乗車券で「くしろバス」に乗ってください。

※期限が切れていても大丈夫と，許可をもらっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路町立別保中学校 発行責任者  校長 藤田崇充 

令和６年３月２２日発行 No.12 

《学校教育目標》 

○自主性をもち 
学び続ける生徒 

○自らを律し 
広い心をもつ生徒 

○心身を鍛え 
勤労にはげむ生徒 

３月１５日に３学年２６名が無事に卒業証

書授与式を終えて、それぞれの思い描く進路

の実現に向けて新たな一歩を踏み出しまし

た。この卒業生たちは新型コロナウイルス感

染症対策により、様々な制限がある中で中学

校生活の大半をすごしました。その分、逞し

く、柔軟に物事に対応ができる大人へと成長

できる下地ができたものと信じています。 

そんな卒業生たちに式辞の中で次の３つの

ことをメッセージとして贈りました。一つ目

は「失敗を恐れないこと」です。失敗とは何

か。パナソニックの創業者である松下幸之助

さんは言っています。成功するまで止めなけ

れば、それは失敗ではなく、成功のための途

中経過のフィードバックだと。他人のせいに

せず、自ら行動し、その組織や集団にプラス

のフィードバックをすること。そして、失敗

した人をみんなで応援すること。そうするこ

とで社会全体が優しく、明るく、前向きにす

ることができます。 

 

二つ目は「対話を大事にすること」です。

なぜ勉強するのか？なぜ仕事をするのか？な

ぜその夢はあなたにとって大事なのか？その

根拠や背景は何なのか？日本はこのような

「対話」を捨ててひたすら経済成長を求めて

きた面がありました。それはバブル前までは

成功の一つの形でした。しかし、その結果、

今の社会問題が発生してきたともいえます。

世界中の大学や企業で今最も大切にしている

のは、「困っている人を助けること」「自分

にしかできないこと」「なぜそうなったのか

を共有すること」です。 

日 曜 主 な 行 事 
１ 月 職員会議 運営委員会 

２ 火 職員会議 校内研修 

３ 水  

４ 木 PTA 役員会① 

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月 
前期始業式（新 2･3 年の登校時刻は
通常。今持っている期限切れの定期
券で路線バスに乗車してください。） 

９ 火 入学式 

10 水 
対面式 交通安全指導（～１１日） 
部活動見学（～１６日）運営委員会 

11 木 
全校朝会（前期認証式） 
常任委員会 職員室入室制限（午後
～15 日） 

12 金 学力テスト①（全） 職員会議 

13 土  

14 日  

15 月 知能検査(1 年)  評議会 

16 火 
身体測定・視力検査（ジャージ登校） 
諸費納入日 

17 水 部活動発会式 

18 木 全国学力・学習調査 常任委員会 

19 金 得点通知表発行（学テ） 

20 土 
授業参観① PTA 総会 
→振替休業 5/2 

21 日  

22 月 家庭訪問・面談① 

23 火 家庭訪問・面談② 諸費納入日  

24 水 家庭訪問・面談③ 

25 木 家庭訪問・面談④ 
26 金 家庭訪問・面談⑤ 評議会 

27 土 釧路・十勝定期戦（バレーボール部） 

28 日  

29 月 昭和の日  

30 火 生徒総会 運営委員会 
 
 
 

橋間 智之 教諭 ～標茶町立中茶安別小中学校へ～ 

生徒と学んだ「風花」が舞うよき時期、本校 7
年の勤務を終えることができました。保護者の
皆様をはじめ地域の皆様に厚く御礼申し上げま
す。別保中学校は北海道中の、いや日本中の憧
れの中学校だと改めて思いました。伸び伸びと
した純粋な生徒はもちろん、春夏秋冬の季節が
織りなす風景の素晴らしさにも毎日が感動の連
続でした。今まで頂いた数多のご厚情に感謝し
て、次なる赴任地へと旅立って参ります。誠に
ありがとうございました。 

 

 麻田 陽子 教諭 ～釧路市立大楽毛中学校へ～ 

生徒の皆さん、保護者の皆様、３カ月余り
という短い間でしたが、素晴らしい生徒たち
との思い出をたくさんつくらせていただきま
した。本当にありがとうございました。これ
からも、皆さんが別保中学校で挑戦と成長の
日々を過ごされ、全員が目標に向かって歩ん
で行かれることを応援しています。 

 【お知らせ】 

○４月８日（月）…前期始業式 

・給食はありません。 ・下校バス１１：４５ 

（部活動はありません。） 

○４月９日（火）…入学式（２，３年生も参加

します。） 

  ・給食はありません。 ・下校バス１１：４５ 

（部活動はありません。） 

※両日とも、通常登校です。 

 
小原  憲 教頭  ～釧路市立北中学校へ～ 

このたび、別保中学校での勤務を離れること
となりました。２年間でしたが、お世話になり、
心より感謝申し上げます。見守ってくださって
いる多くの地域の皆様と、教育活動を支え応援
してくださる保護者の皆様の大きなお力があっ
たからこそと感謝の気持ちでいっぱいです。明
るく優しい別保中学校の子どもたち、これから
も強い心を育くんでくれることを願っていま
す。本当に、ありがとうございました。    

 

 公務補の石川 洋さんが、４月から釧路町立知

方学小学校へ異動となります。１年間たいへん

お世話になりました。 

まず自分と問答してください。勉強は目的で

はありません。夢を達成する為の「手段」でし

かありません。できない、解らないから学校で

学びます。それは自分の夢を叶えるためです。

自分の夢を話してください。「それいいね」

「私もしたい」「一緒にやろう」という仲間が

きっとあらわれます。           

三つ目は、「チャレンジし続けること」です。

日本社会の未来は人口減少、超少子高齢化、景

気の後退…と負のイメージが大きいです。しか

し、逆の発想もできます。団塊の世代は一学年

で２００万人以上いました。卒業する学年は１

０５万人と半減しています。今の社会制度を維

持することは困難です。労働力が全く足りなく

なります。それはチャンスであるとも考えられ

ます。進化論で有名なチャールズ・ダーウィン

が言うように「強いものが生き残るのではな

い、変化できるものが生き残る」のです。机に

かじりついて勉強すればいい時代は終わりま

した。世界を見て、世界中の人たちがどう動い

ているのかを知りましょう。世界中の人たちと

共に皆が幸せな社会となるようにチャレンジ

し続けてください。 

保護者の皆様には、この一年間，本校の教育

活動に対しまして、ご理解とご協力をいただき

まして誠にありがとうございました。学校だけ

で解決できることは多くはありません。学校と

家庭と地域が一体となり、次の時代を担う大人

を育てていかなければいけません。次年度も別

保中学校の教育にご理解とご協力を賜ります

ようお願いいたします。一年間、ありがとうご

ざいました。 


